






研究目的 

 新生児死亡を減少させ,周産期の原因による心身障害の発生を予防するために,神奈川県

を地域とした新生児救急医療をシステム化する試みは昭和 55 年度報告に記したハイ・リス

ク児の取扱いの現状調査,それにもとづいて策定されたシステム(56 年度報告)により昭和

56 年 6 月から実施された。 

 今年度は昭和 56 年度の結果を検討し,新生児救急医療システムの実績,その効果,問題点

を明らかにすることを目的とした。 


